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	謹啓　時下、皆様に於かれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。�「日本感染症教育研究会」（略称 IDATEN）は2005年1月に発足し、多くの方々のご協力により、活動も18年目を迎えました。�　当研究会は、日本における感染症科の発展に寄与することを理念とし、セミナーなどによる教育の充実、メーリングリストによる教育還元など、今後も幅広い活動を行ってまいりたいと考えております。是非とも当研究会の学術活動にご参加頂き、日本における臨床感染症の教育推進にご協力いただけましたら、誠に幸いでございます。�　さてこの度、下記の要領（詳細は裏面参照）にて、IDATENｘ「ID笠原と道場山本の感染症よもやま話」と題し、第63回IDATENインタラクティブ ケースカンファレンス番外編を企画いたしましたので、ご多忙のことと存じますが、何卒ご出席賜りますようお願い申し上げます。�
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